어쩌려고 저러지
김용택


마당에 나비가
날아왔어요.
나비는 흰나미,
나비가 마당을 지나
돌담을 넘더니
밖으로 날아갑니다.
마늘밭을 지나
시금치밭을 지나
팽나무 곁을 지나
길을 건너
모래밭을 지나
바다로 날아갑니다.
나폴나폴, 나폴나폴
물에 닿을 듯 말 듯
바다 위를 날아갑니다.
어쩌려고 저러지
어쩌려고 저러지
저 나비가
어쩌려고
지금
저러는 거지.


출처: 동시집 ‘어느 데인지 참 좋은델 가나봐’



どういうつもりなんだろう
キム・ヨンテク


庭に蝶が飛んできました。
白い色の蝶。
その蝶が庭を通り、
石垣を越え、
外へ飛んでいきます。

にんにく畑を通り、
ほうれん草畑を通り、
エノキの木を横切り、
道を渡り、
砂場を通り、
海へ飛んでいきます。

ひらひら、ひらひらと
水面に触れそうで触れないように
海の上を飛んでいきます。

どういうつもりなんだろう。

あの蝶はどういうつもりで、
あのように飛んでいるんだろう。


(出処)童詩集、「どこか良いところに行くんでしょうね。」

